
可

般

小

説

程
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M

八

委
細
杉
岡
佐
渡
守

・
納
問
丹
波
守
よ
り
相
逮
候
桜
花
申
波
候
問
、
可

被
得
共
惣
候
。

子

十

月

西
悶
・
四
図
・中
間
溢
路
付
知
亡
に
刊
て
、
飢
人
・
餓
死
も
可
荷
之
と

彼
此
御
沙
汰
広
被
及
都
民
候
。
凶
年
の
乎
お
は
問
主
・
釧
主
食
て

可
申
付
事
は
勿
論
陀
候
。
創
出
共
今
年
の
論
付
加
亡
は
彩
敷
油
田
に

τ、

地
頭
の
精
力
討
に

τは
難
訓
候
と
相
聞
え
候
。
百
姓
・町
人
勾
の
内

陀
て
も
、
身
上
相
胞
に
助
力
い
た
し
、
来
春
受
作
出
来
迄
の
内
、
後

を
つ
左
吉
候
掠
K
勘
耕
候
て
、
如
何
秘
陀
成
共
い
た
し
餓
死
多

t
無

之
桜
花
、
心
の
及
候
程
は
作
附
い
た
し
可
申
都
K
候
。
右
の
泊
問
主
・

倣
主
主
始
め
領
内
の
者
共
相
持
に
心
得
、
飢
人
致
介
抱
候
者
、
餓
死

の
者
数
多
に
は
及
間
数
都
陀
候
。
左
も
可
有
之
事
に
候
施、

飢
人
勾

有
之
候
は
可
盆
越
度
候
。
商
h
k

似品
川
断
可
申
付
出
旧
民
候
得
共
、
山川
真

卜
二

月

日

十
八
日
到
来

一
、
松
平
左
近
勝
監
よ
り
被
波
候
慾
付

十
二
月
八
日
御
用
脊
松
平
左
近
将
監
殿
御
宅
へ
、
商
問
・四
閣
・中
閣

議
飢
分
、
品
付
閉
山
亡
有
之
候
大
名
余
家
来
御
呼
出
被
成
、
御
波
候
御

山田副
付
の
お
如
左
。

二
十
八
日
に
到
来

主
四
七

正
月
六
日
告
来
る
。

間
候
由
被
仰
出
候。

右
の
趣
に
付
隠
岐
守
殿
指
拘
被
罷
在
候
。
出
制
子
山
城
守
阪
・同
姓
備

前
守
殿
勾
も
指
村
被
龍
筏
候
。
制
内
飢
死
の
人
四
千
人
医
及
候
凶
汀
陀

候。 召
候
。
右
の
趣
に
て
は
、
領
地
も
治
設
可
申
候
。
左
候
は
ピ
越
て
様

子
に
よ
り
思
召
も
可
有
之
候
問
、
此
以
後
無
油
断
申
付
候
様
に
可
申

有
之
官
静
共
陀
候
。
共
方
制
分
陀
は
餓
死
の
者
段
々
相
補
候
由
陀
候
。

か
桜
の
節
は
別
て
作
時
も
可
有
之
所
、
常
々
心
懸
も
祢
き
放
と
被
忠

一
、
松
平
隠
岐
守
へ
被
巾
波
の
趣

十
二
月
十
九
日
の
晩
、
抽
出
州
桧
山
城
主
松
平
隠
岐
守
殿
主
、
老
中
松

平
左
近
勝
監
殴
宅
へ
御
招
、
老
中
不
必
一
列
坐
、
御
大
悶
付
並
御
目
付

衆
も
相
誌
、
よ
窓
の
趣
左
近
将
監
出
臥
政
道
如
左
。

首
年
作
モ
描
付
凱
亡
の
所
々
川
崎
人
有
之
民
付
、
手
首
の
俄
被
仰
州
諸

建
皆
、
於
・
乱
戸
表
被
仰
波
候
陀
付
、
此
段
相
越
候
。
以
上
。

十
二
月
日

て
箆
ね
て
被
申
渡
の
趣

候
て
作
時
有
之
様
子
K
無
之
哉
の
桜
花
も
相
関
え
候
故
、
若
し
此
上

御
沙
汰
等
も
候
は
ピ
如
何
の
事
陀
候
僚
、
此
段
申
達
候
事
陀
候
。

宕
の
通
拝
借
等
被
仰
付
候
商
々
へ
、
仰
先
手
の
余
中
を
以
寄
々
可
申

桜
陀
被
申
付
、
家
来
等
迄
も
別
て
精
陀
入
可
取
計
都
民
候
。
領
内
陀

飢
人
多

t
候
段
は
、
日
頃
の
乎
訟
も
無
之
様
陀
て
、
何
と
も
外
聞
も

筑
掠
成
事
に
候
問
、
及
候
程
は
精
力
を
可
被
謎
背
中
に
候
。
左
候
は
w
h

於
江
戸
表
不
純
止
事
依
は
格
別、

針
公
儀
候
振
舞
等
も
今
年
・来
年

御
断
を
も
被
申
、
相
叫
又
平
常
の
耶
は
一
切
被
相
止
、
公
務
の
外
は
外

出
を
も
不
仕
、
右
の
作
時
而
巴
に
打
懸
り
巾
・
程
陀
も
可
有
之
俄
陀
存

候
。
克
商
h
k

随
分
被
巾
付
に
て
は
司
有
之
候
得
共
、
何
と
哉
覧
取
申

可

観

小

髭

容

什
八

右
大
坂
よ
り
申
世
相
候
紙
面
之
布
。

一
、
幕
府
よ
り
拝
借
金
被
仰
付
候
商
々

凶
図
・四
国
・中
園
筋
裁
付
制問
亡
陀
付
、
飢
人
も
可
有
之
様
子
に
相
聞

え
候
故
、
廻
米
の
御
沙
汰
有
之
、
共
よ
拝
借
被
仰
付
候
。
此
節
飢
人

も
多

t
餓
死
の
者
も
有
之
候
。
問
問
米
の
及
候
程
は
、
随
分
飢
人
無
之

ト

可
申
間
候
。

方
之
通
於
江
戸
表
被
仰
波
候
間
相
狙
候
。
以
上に
。

て
領
内
の
人
民
は
、
国
主
・側
主
の
作
時
陀
て
、
凶
年
の
救
可
致
俄

勿
論
陀
候
、

川
知
共
今
年
の
分
は
、
図
々
一
統
帥
柑
数
俄
陀
て
、

金
銀
才

覚
候
て
も
近
閣
の
米
不
足
候
故
、
其
所
へ
御
米
被
也
、
側
主
へ
は
御

金
被
露
倍
、
百
日
延
に
代
銀
納
候
事
K
候
へ
は
、
此
上
は
領
主
の
作

時
次
第
、
来
的
廿
姿
作
山
来
迄
の
内
、
餓
死
人
数
多
無
之
綜
広
務
翻
可

申
俄
陀
候
。
此
俄
側
主
勿
論
家
来
役
人
迄
も
、
能
苓
込
候
桜
に
何
判
制

一、

来
秋
牧
納
以
後
代
金
納
候
帥
怖
に
相
願
候
由
。

此
趣
は
飢
人
共
自

分
に
貝
求
候
俄
と
、
相
心
得
候
と
相
見
え
候
。
極
貧
の
者
は
何
濯
日

延
候
て
も
自
力
は
抑
制
可
有
之
候
。
叉
殺
に
武
安

t
候

τは
、
食
物

不
v
貧
者
も
貝
取
り
、
飢
人
の
乎
に
廻
申
川
敷
候
。

候
。
共
仔
制
は
御
縦
下
百
姓
夫
食
借
、
御
代
官
中
忙
て
途
吟
味
、
回

数
の
多
少
夫
h
k

陀
惚
差
別
有
之
候
。
私
市
川
へ
の
御
米
は
側
主
に
て
貝

取
、
人
々
内
貧
窮
に
脱
出
ひ
送
別
候
て
は
大
勢
の
俄
行
局
巾
川
敷
候
。
港

公
儀
の
指
引
に
も
れ
候
て
は
、
御
救
の
後
有
之
間
放
候
。

五
四
六

損
亡
の
図
々
、
御
米
被
逝
飢
人
御
救
の
儀
。
右
御
米
は
閤
主
・領
主
の

作
時
陀
て
無
之
候
て
は
、
事
調
問
敷
様
花
此
方
に
て
は
存
宇
る
事
陀




